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木
々
の
衣
替
え
も
終
り
、
木

枯
ら
し
の
便
り
も
聞
こ
え
は
じ

め
、
静
か
に
冬
の
足
音
が
近
づ

い
て
参
り
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
十
一
月
五
日
よ
り
、

宇
都
宮
支
所
が
ふ
れ
あ
い
牧
場

敷
地
内
に
移
動
し
、
ふ
れ
あ
い

牧
場
・
診
療
課
と
と
も
に
仮
事

務
所
で
の
業
務
を
開
始
し
、
今

後
も
同
地
で
事
業
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。
ま
た
、
関
東
生
乳

広
域
検
査
所
の
工
事
を
、
年
内

の
完
成
を
目
指
し
着
工
致
し
ま

し
た
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

秋
の
農
繁
期
も
終
わ
り
、
来
期

の
自
給
飼
料
の
生
産
等
に
思
慮

し
て
い
る
と
こ
ろ
か
と
思
い
ま

す
が
、
昼
夜
の
気
温
差
が
大
き

く
風
邪
を
ひ
き
や
す
い
時
期
で

も
あ
り
ま
す
の
で
、
自
身
の
体

調
に
も
お
気
遣
い
頂
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。
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厳
し
い
状
況
下
で
の
事
業
推
進
と
な
り

ま
し
た
が
、
購
買
推
進
担
当
、
指
導
・

診
療
課
及
び
飼
料
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し

給
与
飼
料
の
見
直
し
、
飼
養
管
理
の
改

善
指
導
を
行
い
、
状
況
に
適
し
た
生
産

資
材
の
供
給
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

利
用
拡
売
に
つ
い
て
は
積
極
的
な
推
進

を
行
い
、
二
十
四
戸
の
新
規
利
用
が
獲

得
で
き
ま
し
た
。
更
に
、
良
質
自
給
飼

料
の
生
産
を
促
進
す
る
た
め
、
秋
蒔
き

牧
草
種
子
に
対
し
一
㎏
当
た
り
五
十
円

の
助
成
を
実
施
し
ま
し
た
。
上
半
期
飼

料
供
給
実
績
に
つ
い
て
は
濃
厚
飼
料
四

五
、
一
六
七
㌧
（
前
年
比
九
四
・
一
％
）

粗
飼
料
二
六
、
五
二
三
㌧
（
前
年
比
九

六
・
三
％
）
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

指
導
事
業

　

酪
農
経
営
の
安
定
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ

ス
ト
制
度
へ
の
対
応
、
各
組
織
の
充
実

強
化
を
含
め
、
飼
料
高
騰
に
よ
る
経
営

対
策
・
良
質
乳
生
産
の
安
定
化
に
向
け

巡
回
指
導
等
に
取
組
み
ま
し
た
。
飼
料

高
騰
の
影
響
は
大
き
く
、
経
営
対
応
に

厳
し
さ
が
増
す
中
、
自
給
飼
料
の
生
産

等
を
推
進
し
、
経
営
の
安
定
化
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。 
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す
。

　

生
乳
販
売
事
業

　

昨
年
度
か
ら
の
計
画
生
産
の
影
響
に

よ
り
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
大
変
な
ご

苦
労
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
状
況
下
に
よ
る
上
半
期
の
生
産

量
は
、
前
年
比
九
六
・
九
七
％
（
関
東

全
体
で
は
九
六
・
一
％
）
と
な
り
ま
し

た
。
全
国
的
に
生
産
抑
制
が
さ
ら
に
進

ん
で
い
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
乳
製

品
に
つ
い
て
は
、
中
国
・
ロ
シ
ア
を
中

心
と
す
る
経
済
急
成
長
国
の
需
要
増
加

に
加
え
、
輸
出
国
の
生
産
量
の
減
少
に

よ
り
国
際
価
格
が
上
昇
し
、
一
時
的
に

は
国
内
価
格
を
上
回
り
、
国
内
の
脱
脂

粉
乳
な
ど
の
過
剰
在
庫
が
解
消
し
つ
つ

あ
り
、
部
分
的
で
は
あ
り
ま
す
が
好
転

的
な
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。
国
際
的

に
も
適
正
な
価
格
と
は
言
え
な
い
国
内

の
価
格
引
き
上
げ
や
、
食
料
自
給
率
を

改
善
す
る
為
に
農
業
の
保
護
を
促
進
す

る
動
き
も
見
ら
れ
、
今
後
の
動
向
に
注

目
し
、
生
産
基
盤
の
弱
体
化
を
招
か
ぬ

よ
う
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
乳
販
売
事
業

　

牛
乳
消
費
量
が
全
国
的
に
前
年
割
れ

の
状
況
で
あ
り
、
牛
乳
の
販
売
本
数
は

前
年
比
八
三
％
の
実
績
に
留
ま
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
供
給
先
で
の
販
売
応
援

・
消
費
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、

『
那
須
だ
い
す
き
牛
乳
』
を
メ
イ
ン
に

販
売
促
進
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

ヤ
マ
ザ
キ
パ
ン
等
で
『
那
須
だ
い
す
き

牛
乳
』
を
使
用
し
た
パ
ン
・
ケ
ー
キ
を

既
に
販
売
し
て
お
り
、
他
メ
ー
カ
ー
も

同
様
な
製
品
を
開
発
す
る
こ
と
が
企
画

さ
れ
、
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
定
着
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
今
後
も
組
合
の
メ
イ
ン
商

品
と
し
て
品
質
を
固
持
し
、
そ
れ
に
見

合
っ
た
評
価
を
頂
け
る
よ
う
販
売
の
促

進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

購
買
事
業

　

飼
料
穀
物
の
需
給
逼
迫
、
粗
飼
料
生

産
地
の
不
作
の
影
響
等
が
重
な
り
、
飼

料
価
格
は
高
騰
し
、
酪
農
経
営
は
大
変

　

今
年
度
も
半
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

飼
料
価
格
の
高
騰
・
生
乳
生
産
量
の
減

少
・
牛
乳
の
消
費
低
迷
が
重
な
り
、
昨

年
と
比
較
し
て
も
酪
農
情
勢
は
大
き
く

マ
イ
ナ
ス
の
状
況
で
あ
り
、
生
産
者
乳

価
の
値
上
げ
に
つ
い
て
価
格
転
嫁
を
切

望
し
、
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

下
期
の
計
画
生
産
に
つ
い
て
は
、
牛
乳

消
費
が
低
迷
を
続
け
て
い
る
も
の
の
、

昨
年
か
ら
の
計
画
生
産
が
全
国
的
に
浸

透
し
、
さ
ら
に
飼
料
の
高
騰
等
の
要
因

が
重
な
っ
た
こ
と
で
乳
製
品
の
過
剰
在

庫
が
改
善
さ
れ
、
各
指
定
団
体
も
期
中

に
更
な
る
計
画
生
産
の
修
正
は
な
い
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成

二
十
年
度
の
生
産
基
盤
の
確
保
を
事
由

に
、
今
後
の
需
給
状
況
が
変
動
す
る
可

能
性
を
含
ん
で
お
り
ま
す
。
次
に
、
各

事
業
の
進
捗
概
況
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
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診
療
事
業

　

乳
房
炎
防
除
事
業
は
、農
業
共
済
・
家

畜
保
健
所
・
支
所
指
導
担
当
者
に
よ
る
、

乳
房
炎
防
除
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、
新
た
な
取
組
み
を
開

始
し
事
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。

受
精
卵
移
植
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
那

須
模
範
牧
場
で
の
受
精
卵
移
植
を
開
始

し
ま
し
た
。
ま
た
、
定
期
繁
殖
検
診
の

希
望
者
を
募
り
、
計
画
の
達
成
を
推
進

致
し
ま
す
。
今
後
も
定
期
繁
殖
検
診
に

よ
る
空
胎
期
間
の
短
縮
・
受
胎
率
向
上
、

乳
房
炎
防
除
に
よ
る
高
品
質
乳
生
産
を

推
進
し
経
営
安
定
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

改
良
事
業

　

凍
結
精
液
及
び
受
精
卵
配
布
事
業
の

効
率
的
運
営
に
取
組
み
、
冷
媒
補
給
を

精
液
配
布
日
に
同
時
に
行
う
な
ど
効
率

化
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
民
間
Ａ
Ｉ

事
業
体
と
業
務
委
託
を
締
結
し
、
ニ
ー

ズ
の
高
い
優
良
和
牛
精
液
の
供
給
に
努

め
る
と
と
も
に
、
登
録
事
業
の
簡
便
化

を
図
る
た
め
自
動
登
録
の
推
進
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
口
の
移
動
登

録
も
重
な
り
、
計
画
を
上
回
る
実
績
と

な
り
ま
し
た
。

　

牧
場
事
業

　

ふ
れ
あ
い
牧
場
に
お
い
て
、
入
場
検

査
時
の
Ｂ
Ｌ
Ｖ
陽
性
牛
の
発
生
等
に
よ

り
計
画
の
預
託
頭
数
が
確
保
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
の
長
雨
の
影
響
に
よ

る
貯
蔵
品
の
品
質
低
下
や
牧
草
収
量
の

減
収
等
の
要
因
で
、
急
遽
Ｔ
Ｍ
Ｒ
飼
料

を
給
与
し
た
た
め
、
購
入
飼
料
費
が
増

加
し
ま
し
た
。
土
上
平
放
牧
場
・
霧
降

高
原
牧
場
に
つ
い
て
は
、
疾
病
・
事
故

等
の
発
生
も
な
く
計
画
を
上
回
る
実
績

で
す
。
ま
た
、
発
情
同
期
化
・
受
精
卵

移
植
等
も
積
極
的
に
取
り
組
み
受
胎
率

向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

施
設
合
理
化

　

計
画
に
基
づ
き
手
続
き
を
進
め
て
お

り
、
県
央
地
域
の
合
理
化
に
つ
い
て
は
、

ふ
れ
あ
い
牧
場
の
景
観
整
備
・
仮
事
務

所
等
が
完
成
し
、
十
一
月
五
日
よ
り
仮

事
務
所
で
支
所
の
事
業
を
開
始
致
し
ま

し
た
。
ま
た
、
本
所
一
階
に
関
東
生
乳

販
連
の
広
域
検
査
所
の
改
修
工
事
も
着

工
し
、
今
年
末
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
遊
休
資
産
の
売
却
・
活
用
に

つ
い
て
も
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

十
月
六
日
（
土
）
冷
秋
と
は
思
え
ぬ

暑
さ
の
中
、
栃
木
県
酪
農
フ
ェ
ア
（
栃

木
県
酪
農
協
会
主
催
）
が
那
須
塩
原
市

の
栃
木
県
酪
農
試
験
場
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
栃
木
県
酪
農
試
験
場
公
開
デ

ー
と
同
時
に
開
催
さ
れ
、
約
一
万
人
の

来
場
者
で
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
は
ミ
ル
ク
の
国
ゾ
ー
ン
と
消
費

者
と
の
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
、

ミ
ル
ク
の
国
ゾ
ー
ン
で
は
、
第
十
九
回

栃
木
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
が
株
式

会
社
十
勝
家
畜
人
工
授
精
所
と
取
締
役

営
業
部
長
山
口
寿
典
氏
を
審
査
員
に
迎

え
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
六
十
二
頭
の
乳
牛
が
勢
揃
い

し
、
多
く
の
消
費
者
や
酪
農
家
が
見
守

る
中
、
厳
正
な
る
審
査
に
よ
り
、
各
部

の
序
列
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
上
位
入

賞
牛
は
別
表
の
通
り
で
す
。
入
賞
者
の

皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
者
と
の
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー

ン
で
は
、
搾
乳
体
験
や
子
牛
の
哺
乳
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
子
牛
と
の
ふ
れ
あ
い
コ

ー
ナ
ー
、
ミ
ル
ク
王
国
フ
ェ
ア
に
多
く

の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
歓
声
に
つ
つ
ま

れ
ま
し
た
。

　

乳
製
品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
も
大
人
気

で
、
早
々
に
完
売
と
な
り
大
盛
況
で
し

た
。
中
で
も
栃
木
県
酪
農
青
年
女
性
会

議
が
行
っ
た
牛
乳
入
り
豚
汁
の
無
料
配

布
が
好
評
で
、
多
く
の
方
が
列
を
な
し
、

配
布
を
始
め
て
二
時
間
足
ら
ず
で
一
、

〇
〇
〇
食
分
の
豚
汁
が
無
く
な
り
ま
し

た
。

　

大
勢
の
方
々
に
協
力
を
得
て
盛
会
に

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
、
酪
農
に
対
す

る
消
費
者
の
理
解
が
一
層
深
ま
っ
た
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
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優等賞１席
備　　考組 合 名出　　品　　者名　　　　　　　号区　 　 分

酪農とちぎ那須塩原市箕輪
室井　忠則ロイマーチン アストロ チツプス第 １ 部

酪農とちぎ矢板市高塩
山本　　訓マンウテンビユー マダム キツト カツト第 ２ 部

栃　　　酪鹿沼市みなみ町
鹿沼農業高等学校マミーポツター ダーハム ピツト第 ３ 部

酪農とちぎ那須塩原市下永田
那須拓陽高等学校タクヨウ マジカル チヤンピオン第 ４ 部

栃　　　酪日光市小林
植木　　靖プラントツリー ミドリ ジエツト ジョーダン第 ５ 部

酪農とちぎ那須町大島
清野　剛之ＰＦ エルトン リバー第 ６ 部

栃　　　酪日光市小林
植木　　靖プラントツリー ＡＪＹ ギブソン第 ７ 部

酪農とちぎ那須烏山市小倉
中山　真介パインツリー クリスマス イブ第 ８ 部

酪農とちぎ市貝町赤羽
梶村　健介コージー ロング ロイアーロン第 ９ 部

酪農とちぎ那須烏山市小倉
中山　真介

エスペランサ レブロン レイジーフアースト
ダーハムＥＴ第 　10 部

名誉賞
備　　考組 合 名出　　品　　者名　　　　　　　号褒 賞 区 分

ベストアダー酪農とちぎ那須烏山市小倉
中山　真介

エスペランサ レブロン レイジーフアースト
ダーハムＥＴ

経 産 名 誉 賞
ベストアダー栃　　　酪日光市小林

植木　　靖プラントツリー ミドリ ジエツト ジヨーダン

酪農とちぎ那須塩原市箕輪
室井　忠則ロイマーチン アストロ チツプス未 経 産 名 誉 賞

ベストアダー酪農とちぎ市貝町赤羽
梶村　健介コージー ロング ロイアーロン

経 産 準 名 誉 賞
ベストアダー栃　　　酪日光市小林

植木　靖プラントツリー ＡＪＹ ギブソン

酪農とちぎ矢板市高塩
山本　　訓マンテインビユー マダム キツト カツト未経産準名誉賞
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那
須
高
原
支
所

　

―
バ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
―

　

十
月
十
二
日
、
那
須
塩
原
市
の
八
木

沢
光
男
牧
場
の
協
力
を
頂
き
、
現
場
主

義
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
英
国
や
米
国
等
で

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
ブ
ル
ー
ス
・
ウ
ッ
ド
エ
ー
カ
ー
氏

を
講
師
に
招
き
、
指
導
・
購
買
推
進
担

当
職
員
ら
が
参
加
し
、
バ
ー
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
常
に
バ
ー
ン
内
の
糞
の
状

態
を
見
て
牛
の
状
況
を
把
握
す
る
事
が

大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ
、
併
せ
て
パ

ド
ッ
ク
で
は
蹄
の
問
題
を
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
し
、
跛
行
の
要
因
と
し
て
は
、

①
物
理
的
要
因
（
パ
ド
ッ
ク
で
小
石
等

を
踏
ん
だ
衝
撃
に
よ
る
潰
瘍
）
②
栄
養

的
要
因
（
ア
シ
ド
ー
シ
ス
等
に
よ
り
、

蹄
の
血
管
が
炎
症
を
起
こ
し
た
も
の
）

③
感
染
的
要
因
（
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
も

の
で
、
ひ
げ
イ
ボ
等
）
の
三
要
因
が
関

与
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
要
因
に
よ
る

経
済
的
損
失
が
発

生
し
な
い
様
、
事

前
予
防
の
重
要
性

を
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
乳
牛

飼
養
時
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、

カ
ウ
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
・
ル
ー
メ
ン
の
健

康
・
餌
の
衛
生
・
病
気
の
予
防
・
ワ
ク

チ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
免
疫
力
・
観
察
及
び

記
録
の
七
事
項
が
大
切
で
あ
る
事
を
話

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
指
導
・
購
買

推
進
担
当
職
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
際

の
ポ
イ
ン
ト
を
お
話
し
頂
き
、
現
場
事

情
に
即
し
た
勉
強
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
活
用
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

宇
都
宮
支
所

『
簡
易
ミ
ル
カ
ー
チ
ェ
ッ
ク
講
習
会
の

実
施
に
つ
い
て
』

　

宇
都
宮
支
所
の
指
導
担
当
者
及
び
、

診
療
・
購
買
担
当
者
を
対
象
に
八
月
と

九
月
の
二
回
に
わ
た
り
、
簡
易
ミ
ル
カ

ー
チ
ェ
ッ
ク
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
実
施
に
あ
た
り
ミ
ル
カ
ー
診
断
を

マ
ス
タ
ー
し
て
い
る
那
須
高
原
支
所
の

渡
辺
係
長
を
招
き
管
内
の
三
農
場
を
お

借
り
し
、
ミ
ル
カ
ー
が
正
常
に
稼
働
し

て
い
る
か
或
い
は
衛
生
面
は
大
丈
夫
か

ど
う
か
簡
単
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
具
体
的

な
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
は
、

①
ラ
イ
ナ
ー
の
汚

れ
、
ね
じ
れ
の
確

認
、
ゴ
ム
類
の
亀

裂
、
長
さ
の
確
認

②
真
空
圧
の
適
正

な
作
動
③
調
圧
器
の
作
動
・
汚
れ
の
確

認
④
洗
浄
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か

⑤
真
空
ポ
ン
プ
モ
ー
タ
ー
の
Ⅴ
ベ
ル
ト

の
た
る
み
の
確
認
⑥
ユ
ニ
ッ
ト
と
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
接
合
部
（
イ
ン
レ
ッ
ド
）
の

角
度
な
ど
に
つ
い
て
の
確
認
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
手
法
は
、
目
視
や
聴
覚
で

簡
単
に
確
認
、
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
、

メ
ー
カ
ー
に
よ
る
定
期
的
な
点
検
に
加

え
、
生
産
者
自
ら
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、

搾
乳
機
器
を
適
正
に
使
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
乳
房
炎
の
発
生
を
抑
え
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今

後
こ
の
『
簡
易
ミ
ル
カ
ー
チ
ェ
ッ
ク
』

を
各
農
場
に
普
及
し
、
高
品
質
生
乳
の

生
産
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

県
南
支
所

　

飼
料
イ
ネ
収
穫
実
演
会

　

十
月
十
七
日
、
真
岡
市
の
高
橋
平
治

牧
場
の
圃
場
に
て
、
農
業
認
定
者
・

ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
カ
レ
ッ
ジ
・
農
業
技

術
者
連
絡
協
議
会
の
各
畜
産
関
係
者
三

十
数
名
の
参
加
を
得
て
、
細
断
型
飼
料

イ
ネ
専
用
収
獲
機

に
よ
る
実
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

芳
賀
地
域
で
は
、

転
作
田
の
有
効
利

用
と
国
産
粗
飼
料

確
保
の
推
進
な
ど
、

飼
料
イ
ネ
生
産
を

軸
と
し
て
耕
畜
連
携
が
進
ん
で
お
り
、

今
後
も
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

飼
料
イ
ネ
は
専
用
品
種
で
あ
る
ク
サ
ノ

ホ
シ
を
六
月
一
七
日
に
植
付
し
、
出
穂

は
九
月
十
日
、
収
穫
は
十
月
十
七
日
と

な
り
ま
し
た
。
収
穫
量
は
十
ア
ー
ル
あ

た
り
十
個
、
サ
イ
ズ
は
直
径
一
ｍ
、
巾

八
〇
㎝
、
重
量
は
約
二
八
〇
㎏
で
、
十

ア
ー
ル
当
り
八
ト
ン
の
堆
肥
を
施
肥
し

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
倒
伏
す
る
事
も
な

く
太
さ
七
〜
八
㎜
の
茎
で
分
け
つ
も
旺

盛
で
し
た
。
専
用
機
は
タ
カ
キ
タ
の
Ｗ

Ｂ
一
〇
二
〇
型
で
、
こ
の
型
の
特
徴
は

デ
ィ
ス
ク
カ
ッ
タ
ー
で
収
穫
物
を
三
㎝

に
細
断
、
ダ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
で
穂
先
と

株
元
を
均
一
に
混
合
、
チ
ェ
ー
ン
バ
ー

方
式
で
高
密
度
に
圧
縮
、
ネ
ッ
ト
で
ロ

ス
を
少
な
く
し
っ
か
り
と
梱
包
す
る
も

の
で
す
。
梱
包
状
況
は
、
穂
先
・
株
元

が
均
一
に
混
合
さ
れ
、
無
駄
な
く
梱
包

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
機
種
は
五
条

刈
で
約
千
二
百
万
円
弱
、
販
売
は
二
十

年
夏
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の

研
修
の
中
で
、
堆
肥
処
理
も
含
め
た
、

一
般
農
家
と
の
耕
畜
連
携
を
進
め
た
経

営
も
実
現
出
来
る

状
況
と
な
り
、
こ

の
よ
う
な
手
法
を

積
極
的
に
取
入
れ
、

現
状
の
改
善
を

図
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
感
じ
ま

し
た
。
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九
月
度
、
関
東
に
お
い
て
は
前
年
比

九
五
・
九
％
で
累
計
で
は
九
六
・
一
％

と
な
り
ま
し
た
。

　

関
東
の
九
月
の
特
定
乳
製
品
向
け
に

つ
い
て
は
二
・
二
三
％
（
前
年
二
・
一

七
％
）
と
前
年
よ
り
加
工
率
は
僅
か
に

増
加
し
ま
し
た
。
飲
用
牛
乳
向
け
は
五

・
九
％
の
減
ま
た
、
累
計
に
お
い
て
も

四
・
六
％
の
減
と
飲
用
需
要
の
低
迷
が

続
い
て
お
り
ま
す
。ま
た
、九
月
の
は
っ

酵
乳
向
け
に
つ
い
て
は
前
年
比
一
〇
三

・
六
％（
累
計
一
〇
一
・
六
％
）と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

全
国
の
生
乳
生
産
量
に
お
い
て
も
九

月
度
（
前
年
比
）
九
八
・
三
％
、
累
計

実
績
で
は
九
八
・
二
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

組
合
に
お
け
る
九
月
度
乳
質
成
績
は
、

脂
肪
率
が
三
・
七
六
％
、
無
脂
固
形
分

率
は
八
・
七
三
％
と
な
り
ま
し
た
。
細

胞
数
に
つ
い
て
は
二
二
・
二
万
（
前
年

二
二
・
〇
万
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
半
期
に
不
良
乳
が
十
四
件

発
生
し
前
年
よ
り
三
件
の
増
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

九
月
迄
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。

生
乳
販
売
課

生
乳
生
産
量
九
月
度
前
年
比
九
七
・

八
％
、
上
半
期
（
四
月
〜
九
月
）
は

九
七
・
〇
％

　

九
月
度
の
生
乳
生
産
量
は
一
七
、
二

七
五
ト
ン
（
前
年
比
九
七
・
八
％
）
と

な
り
ま
し
た
。

　

九
月
度
の
支
所
別
生
乳
生
産
量
を
み

る
と
、
那
須
高
原
支
所
に
お
い
て
は
前

年
比
九
九
・
二
％
、
宇
都
宮
支
所
九
八

・
四
％
、
県
南
支
所
九
三
・
九
％
の
実

績
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
半
期
の
累
計
生
乳
生
産
量

は
一
〇
九
、
五
一
六
ト
ン
（
前
年
比
九

七
・
〇
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
支
所
別

の
累
計
生
乳
生
産
量
を
み
る
と
、
那
須

高
原
支
所
に
お
い
て
は
六
五
、
四
二
三

ト
ン
（
前
年
比
九
六
・
八
％
）、
宇
都
宮

支
所
一
八
、
二
〇
〇
ト
ン
（
九
九
・
七

％
）、
県
南
支
所
二
五
、
八
九
三
ト
ン

（
九
五
・
八
％
）
の
実
績
と
な
り
ま
し

た
。 �

�
�
���

�　脂肪率の推移 �　乳量の推移

�　体細胞数の推移 �　無脂乳固形分率の推移
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〔単位：円（税込）〕平成19年10月

平　 均最　 低最　 高平均体重成立頭数種　 別市場名

１８,０２３１１０４２,０００５９１３８ホルス雄
　
　

日

30西
那
須
野

８０,４０５４６,１００１４４,９００５７９２Ｆ１雄

５２,１０７６,８００９３,４５０４９７３Ｆ１雌

１４,８３３４,０００３５,０００７０６ホルス雄
　
　

日

27館　

林
１１５,３９４６３,０００１６１,０００９２３３Ｆ１雄

９１,０４０６４,０００１１９,０００９１２５Ｆ１雌

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

家 畜 市 場 成 績

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

購
買
部

　

第
三
回
飼
料
価
格
高
騰
の
畜
産
を
め

ぐ
る
状
況
変
化
へ
の
理
解
醸
成
の
た
め

の
中
央
推
進
協
議
会
（
農
水
省
主
催
）

　

〜
飼
料
高
騰
に
伴
う
価
格
転
嫁
問
題

で
活
発
な
意
見
交
換（
傍
聴
）〜

　

日
本
乳
業
協
会
の
浅
野
茂
太
郎
副
会

長
は
乳
業
を
代
表
と
し
て
出
席
し
、
製

品
価
格
の
単
純
な
引
き
上
げ
に
は
消
費

減
の
リ
ス
ク
が
伴
い
、
飼
料
・
原
料
情

勢
に
対
す
る
消
費
者
の
理
解
が
不
可
欠

と
強
調
し
た
上
で
、「
大
き
な
環
境
変
化

を
前
に
我
々
酪
農
乳
業
界
は
柔
軟
に
対

応
す
べ
き
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ

た
。」
と
述
べ
、
将
来
的
な
価
格
引
き
上

げ
を
示
唆
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
コ
ス
ト

の
上
昇
に
よ
る
酪
農
家
の
苦
労
は
分
か

る
が
、
乳
業
側
も
原
料
や
包
材
、
原
油

等
の
コ
ス
ト
上
昇
に
苦
労
し
て
い
る
。」

と
述
べ
た
一
方
で
、「
生
産
者
の
置
か
れ

た
状
況
を
良
く
見
な
が
ら
、
品
質
や
周

辺
の
価
格
情
勢
を
踏
ま
え
て
適
切
に
判

断
す
る
必
要
が
あ
る
。」
と
語
り
、
消
費

者
に
対
し
て
理
解
の
醸
成
を
強
く
求
め

る
乳
業
の
立
場
を
訴
え
ま
し
た
。

　

中
央
酪
農
会
議
の
門
谷
廣
茂
専
務
は
、

「
酪
農
家
は
二
年
連
続
の
計
画
生
産
で

大
変
厳
し
い
経
営
状
況
だ
。
特
に
飼
料

価
格
高
騰
の
影
響
が
大
き
い
都
府
県
は
、

〔単位：頭，千円（税込）〕

551　
 以上

501　
 ～550

451　
 ～500

401　
 ～450

～400
平均
価格

成立
頭数

開催日市場名

272510313310044138810月10日十　　勝

1078616811742538810月11日根　　室

75151049241522310月12日釧　　路

137118518939830510月18日豊　　富

28108315612543140210月24日十　　勝

752813818040335810月25日根　　室

1835015113442135610月26日北　　見

110623769359374202,420合　　計

921396567983944432,079前　　月

59632428231,4253972,612前年同月
※上記金額にはＥＴ妊牛価格を含みます。

生
産
基
盤
が
弱
体
化
し
て
い
る
。」と
述

べ
、
廃
業
が
都
府
県
で
は
六
％
近
く
に

上
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。
ま

た
、
飼
料
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
に
も

係
わ
ら
ず
生
産
者
乳
価
は
低
下
傾
向
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
消
費
者
に
理
解
を
求

め
る
緊
急
活
動
を
三
ヶ
月
間
実
施
す
る

こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
更
に
、

米
・
豪
・
英
国
に
お
い
て
は
乳
製
品
価

格
の
上
昇
に
伴
い
、
生
産
者
乳
価
も
上

昇
し
て
い
る
デ
ー
タ
を
示
し
な
が
ら
、

「
消
費
者
に
酪
農
の
実
情
を
理
解
し
て

も
ら
う
と
共
に
、
乳
業
メ
ー
カ
ー
の
理

解
を
頂
き
な
が
ら
、
来
年
度
の
乳
価
を

適
正
に
し
て
も
ら
う
運
動
を
今
か
ら
始

め
て
い
き
た
い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
消
費
者
団
体
の
内

藤
英
代
消
費
科
学
連
合
会
企
画
委
員
か

ら
「
肉
は
既
に
値
上
り
し
て
い
る
が
、

説
明
が
後
追
い
に
な
っ
て
い
る
。
消
費

者
に
背
景
を
伝
え
る
こ
と
が
大
事
だ
。」

と
の
発
言
が
あ
っ
た
ほ
か
、
流
通
、
外

食
産
業
の
委
員
か
ら
は
、「
消
費
者
は
値

段
が
上
が
っ
た
商
品
を
手
に
取
ら
な
い

傾
向
に
あ
る
。
た
だ
、
日
本
に
畜
産
は

非
常
に
大
切
な
の
で
、
現
場
の
需
給
状

況
を
消
費
者
に
伝
え
る
努
力
が
必
要

だ
。」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
飼
料
工
業
会
会
長
の
村

井
弘
一
委
員
は
、「
今
年
一
年
間
の
配
合

飼
料
価
格
安
定
制
度
の
補
填
金
総
額
は

千
億
円
以
上
と
な
り
、
十
〜
十
二
月
期

で
基
金
は
完
全
に
枯
渇
す
る
。
だ
か
ら

と
い
っ
て
補
填
し
な
い
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
借
入
れ
を
し
て
も
補
填
は
し
っ

か
り
や
っ
て
い
く
。
た
だ
、
農
水
省
の

協
力
が
無
い
と
出
来
な
い
こ
と
な
の
で
、

こ
の
場
で
改
め
て
支
援
を
お
願
い
し
た

い
。」
と
、
国
に
要
請
し
ま
し
た
。

　

農
水
省
の
徳
田
正
一
畜
産
企
画
課
長

は
、「
飼
料
価
格
の
高
騰
は
一
過
性
の
問

題
で
は
な
い
。
行
政
だ
け
で
な
く
、
生

産
・
流
通
の
各
段
階
で
努
力
す
る
こ
と

が
大
事
だ
。
農
家
の
生
産
性
向
上
、
行

政
の
対
応
だ
け
で
は
不
足
で
、
や
は
り

価
格
転
嫁
を
進
め
る
こ
と
が
基
本
だ
。」

と
述
べ
、
吸
収
で
き
な
い
コ
ス
ト
上
昇

分
は
末
端
価
格
に
転
嫁
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
の
見
解
を
改
め
て
示
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
の
あ
と
甲
斐
諭
座
長
（
九

州
大
酪
農
研
究
院
教
授
）
は
、「
生
産
者

は
畜
産
の
窮
状
に
つ
い
て
消
費
者
に
引

き
続
き
理
解
を
求
め
て
い
く
。
加
工
・

流
通
業
者
は
生
産
者
と
情
報
を
共
有
し
、

適
切
な
小
売
価
格
の
形
成
に
向
け
た
環

境
作
り
に
努
め
る
。
消
費
者
は
生
産
者

の
実
態
に
触
れ
る
機
会
を
多
く
作
る
。」

の
三
点
を
指
摘
し
、「
国
は
引
き
続
き
情

報
の
共
有
化
が
図
れ
る
よ
う
に
努
め
て

欲
し
い
。」
と
ま
と
め
ま
し
た
。

10月ホクレン初妊牛市場成績
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九
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

九
月
分
生
産
者
支
払
乳
価
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

八
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

　

�二
 
　

近
代
化
資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�三
 
　

遊
休
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

　

�四
 
　

関
東
生
乳
広
域
検
査
所
に
係
る

本
所
改
修
工
事
に
つ
い
て

　

�五
 
　

本
所
改
修
工
事
に
伴
う
支
所
機

能
移
転
に
係
る
事
務
備
品
の
購
入

に
つ
い
て

　

�六
 
　

診
療
課
業
務
車
両
の
取
得
に
つ
い
て

十
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

十
月
分
生
産
者
支
払
乳
価
に
つ
い
て

　

�三
 
　

旧
真
岡
事
業
所
土
地
売
却
に
つ
い
て

　

�四
 
　

酪
農
委
員
会
開
催
報
告
に
つ
い
て

　

�五
 
　

バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
保
険
の
任
意

個
人
加
入
に
つ
い
て

　

�六
 
　

平
成
十
九
年
度
乳
製
品
消
費
拡

大
実
施
に
つ
い
て

��
��
��
��
��
��

し
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆

様
に
は
厳
し
い
情
勢
の
中

で
ご
負
担
に
な
る
事
と
存

じ
ま
す
が
、
更
な
る
消
費

拡
大
に
つ
な
げ
て
行
く
た

め
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま

た
、
役
職
員
に
お
き
ま
し

て
も
個
別
に
目
標
数
量
を

設
定
し
消
費
拡
大
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

協
議
事
項

　

�一
 
　

九
月
度
及
び
上
半
期
事
業
実
績

に
つ
い
て

　

�二
 
　

宇
都
宮
支
所
建
設
に
係
る
入
札

業
者
選
定
に
つ
い
て

�
�
�
�

　

宇
都
宮
支
所
移
転

　

関
東
生
乳

販
連
の
生
乳

広
域
検
査
所

を
着
工
す
る

に
あ
た
り
、

宇
都
宮
支
所

（
宇
都
宮
市

平
出
工
業
団

地
）
が
、
ふ
れ
あ
い
牧
場
敷
地
内
（
高

根
沢
町
）
仮
事
務
所
に
、
平
成
十
九
年

十
一
月
五
日
に
移
転
致
し
ま
し
た
。
ま

た
、
来
年
度
に
烏
山
事
業
所
を
統
合
し
、

同
敷
地
内
に
新
事
務
所
が
完
成
予
定
で

あ
る
こ
と
を
併
せ
て
お
知
ら
せ
致
し
ま

す
。

　

移
転
先
住
所

　

〒
三
二
九
―
一
二
一
三

　
　

栃
木
県
塩
谷
郡

　
　
　

高
根
沢
町
大
字
下
柏
崎
五
四
一

　
�
　
０
２
８
―
６
７
６
―
１
５
０
４

　
�
　
０
２
８
―
６
７
６
―
２
９
４
９

　

乳
製
品
消
費
拡
大

　

乳
製
品
消
費
拡
大
の
ご
協

力
に
つ
い
て

　

昨
年
に
引
き
続
き
乳
製
品

消
費
拡
大
運
動
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
、
中
酪
・
関
東

生
乳
販
連
よ
り
昨
年
同
様
の

配
分
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
本

組
合
で
の
取
組
み
数
量
は
前

年
同
様
、
前
年
度
出
荷
乳
量

を
基
に
ラ
ン
ク
別
に
配
分
致
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